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インスピレーションになろう

PRESIDENT INFORMATION
ౖᶋ୘஧உଢ଼கர୫஛஧ 会長：山本隆一

事務所：〒534-0026 大阪市都島区網嶋町9番１０号　太閤園内
電話：06-6357-8171 ファックス：06-6357-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：太閤園
会長：山本隆一／幹事：源壽美子／SAA：山崎修一
電子メール；rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：http://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ「もっとエモーショナルなクラブへ」

（２ページへ続く）

町に灯を のばら

〈第1632回〉 2019年5月21日（火） 本年度第36回 5月28（火）

担当：田中、中村、清水、佐藤会員

（２ページへ続く）

青少年奉仕月間

担当：秀島会員

ロータリアンが知っておくべき
基礎知識世界一美しい町

深川純一パストガバナーは、お金や物資で支援
する奉仕は、その支援が相手の自立能力を削ぐこ
とに繋がらないか見極めた上で行うべきだと教え
ておられます。実際にあった事例を別紙の中で紹
介しておられます。戦時下のバングラディッシュに
難民救済のための給食センターを作ったところ、
世界中から沢山の食料支援が集まりました。しか
し、食料が集まり過ぎたため、人々は自活すること
ができなくなりました。そして、支援が途切れた途
端、その村の子供達が餓死したというのです。その
一方で、給食センターの無い村の人々は、日頃か
ら自給自足ができていたので生き延びることがで
きたのです。深川パストガバナーは、給食センター
を作るという善意の奉仕が、意に反して裏目に出
てしまい、餓死者を出すという悲しい結果になった
と指摘されています。困っている人を見かけると、

社会奉仕の基本は自立心の育成にある
何とか助けてあげたいと思うのは人情です。し
かし、善意の支援の結果、相手が自立心をなく
し、支援なしでは生きていけなくなったら本末転
倒です。むしろ、自立をバックアップすることが
支援のあるべき姿だと深川パストガバナーは仰
りたいのだと思います。野生動物の世界では、親
は子供にあえて餌を与えず、餌の取り方を教え
るといいます。親元を離れても子供がひとり立ち
できるよう、親は子供を鍛えるのだと思います。
私は、この野生動物の習性も奉仕のあるべき姿
も根っこの部分は同じだと思います。つまり、潤
沢なお金や物資による一時的な奉仕より、自立
をアシストする奉仕の方が相手のためになると
いうことです。そして、相手の成長を心から願い、
自立した人生を促すことが本当の意味での奉仕
なのだと思います。とはいえ、紛争、貧困、病気、
自然災害など、生命への危険が差し迫っている
時は、緊急にお金や物資を支援する必要がある



（１ページより）

￥11，０００.-　　　　累計　￥893,０００.-

￥10，０００.-　　　　累計　￥252，０００.-

山本（良）会員 先週、欠席のお詫び。

笛 吹 会 員 ５月で７０歳の誕生日を迎えまし
た。これを契機に会社を閉め、東南
アジアの南の島に長期滞在する生
活に移ります。

日　　時： 2019.5.25(土) ※雨天の場合翌日
集合時間： 13;30 
集合場所： 花博記念公園鶴見緑地

体験学習施設  

小 山 会 員 先週、水口さんの入会歓迎会に欠
席のお詫び。１０連休直後で仕事
が重なり、出席できませんでした。
もっと開催日を考える必要があった
のでは？

西 野 会 員 本日、早退のお詫び。

幹事：源 壽美子幹事報告

２０１９年５月１４日例会終了後、青少年奉
仕部門についてのクラブフォーラムを実施しまし
た。

「国際交流のつどい」を青少年奉仕部門が担当
することの経緯や意義を委員長から説明した上、
主に「国際交流のつどい」開催の可否、あり方等に
ついて議論いただき、皆様からアンケートにお答
えいただく形で、個別の詳しいご意見を頂きまし
た。

アンケ－トの結果については、また後日報告い
たします。

5月14日【1631回】

会員数　 　 　 　 33名

（内出席規定免除 12名）

出席会員   21名中  15名

出席免除会員  12名中  10名

出 席 率 25/31  80.65%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 25名

前々回  4/23  Ｍ/Ｕ 1名

修正出席率 80.00%

と思います。しかし、有事から平時へと状況が変化
するのに伴い、奉仕内容を変えることも必要なのだ
と思います。また、目先のことだけでなく、将来を見
据えた長期的な視点で奉仕を企画することも重要
なのだと思います。そして、奉仕とは、あくまで成長
のお手伝いであり、奉仕を通じて相手を強くするこ
とが求められるのだと思います。

05月07日（火）現・次年度理事会 サファイアルーム
コーラス同好会

05月14日（火）クラブフォーラム青少年奉仕部門
05月18日（土）規定審議会報告及びクラブビジョン

策定セミナー（田中会員）

05月22日（水） IM3組フレッシュロータリアン研修
会

05月25日（土）会員増強セミナー（佐藤会員）
05月27日（月） 燦々会　新旧合同会長・幹事会
05月28日（火）第3回・次年度第１回クラブアッセン

ブリーその２

05月21日（火）第3回・次年度第１回クラブアッセン
ブリーその1

第1回さつまいも PJ のお知らせ

※第17回　理事会報告
　・笛吹会員の退会届が承認されました。
　・35周年記念事業の予算オーバーにより
　　￥46,955を予備費より補填することで承認さ
　　れました。
※第5回　理事会報告
　・年間行事予定の確認を行いました。

委員長：清水正憲青少年奉仕委員会報告



卓  話

担当：吉羽会員

担当：源次年度幹事

今年度の反省と次年度の不安

皆さんこんにちは。
今年度もあと残すところ2ヶ月を切りました。皆さん
ご承知のように、諸事情があり当クラブ始まって以
来の連続幹事を引き受けることになりました。
引き継ぎなしの、ワンマンプレーヤーになりますの
で今年一年を振り返り、反省と次年度の不安をお
話しながら次年度へつないで行きたいと思います。
ロータリーとはなんぞや？と言う中で、幹事のオ
ファーをいただき順番が回ってきたんだと思い引き
受けました。
山本会長の年度ビジョンを聞きながら、細かな心
配をよそに、なんとかなるの一点張りで進むのをハ
ラハラしながら見てみえたのではないでしょうか。
山本会長に、ロータリーの考え方、取組方を教えて
いただきながら、自分なりにカスタマイズしていま
したが、暴走も多々あったと思います。
以前、一緒に仕事をしていた方にも「源さんは、狩
の仕方を教えても、カエルもバッタも飛んでるもの
を全部捕まえてくるから、後片づけが大変や」と言
われたことがありました。山本会長も、後片づけが
大変だったと思います。ご迷惑をおかけしました。
今期が始まるまでの準備が思いのほか多く、10月ぐ
らいから始まっていたように思います。
最初の難関は次年度の会長、幹事を決めることで
した。
ノーとは言わないロータリーアンと言う言葉を間に
受けて、会長、幹事は大草さん、笹野さんに引き受
けていただき、クリスマス例会にはゴリ押しで理事
役員をお願いしたと思います。
年があけると、地区の研修が始まりそこでも幹事の
役割を学びます。そこで、ロータリーの全体像がチ
ラホラ見えてきました。
今年度のテーマが「インスピレーションになろう」
でした。そして山本会長のテーマが「ロータリーを
シンプルに理解し、クラブの基盤強化と持続可能な
体力作り」でした。それを形にするようにサポートす
るのがきっと幹事の役割なのだと思いまが、あまり
結果は残せてないようで申し訳ございません。反省
1です。
次年度のテーマが『世界をつなぐ」。そして大草会
長のテーマはそれに伴い「つながりを大切に」とい
うことでした。具体的には月１度は例会の中で、
テーブルMTGができるように卓話のない日を作る
ことや、夜例会の実施等を考えています。
そして3.4.5月で委員会メンバー、年間スケジュー
ル、予算を決めていきました。スケジュールでは新
しい取組、炉辺会合、u50の会をスタートさせまし
た。
昼の例会とは別に、夜のお酒のある席で交流を深

めて会員同士の親睦を深めようと言うのが目的でし
た。
炉辺会合はビアガーデンを皮切りに、会を重ねるご
とに、世間話をしながら様々な情報交換をさせてい
ただきました。
u50も、回数は少なかったですがザックバランな話
をし、それぞれがロータリーの中で何をどうしたい
かと話あいました。
u50はラストスパートで年度末駆け込みする予定で
す。
次年度も引き続き予算をとりましたので、何かテー
マを持って炉辺会合、u50は継続したいと思いま
す。
そして、7月いよいよ今年度スタートしましたが、最
初の一大行事の9月区民祭りが残念ながら流れてし
まいました。しかし、同日の国際交流のつどいは盛
大に行われました。留学生との交流は楽しんでもら
えたのではないでしょうか。
ただ、少しお料理の見直しが必要かもとの意見がご
ざいました。
次年度も、区民まつり、国際交流のつどいの準備が
大変だと思いますが、委員の皆さんよろしくお願い
いたします。
そして、10月さつまいもプロジェクトの収穫祭。この
プロジェクトは5月からスタートして、苗植えから暑
い中水やり、草抜きを経て行われます。
区民の皆さんは、老若男女沢山の方々が参加され
ており、とても楽しみにされていました。
ただ、ロータリーアンの参加率が思わしくなく、いつ
も同じメンバーだったのが反省2です。
次年度も、さつまいもプロジェクトは行われます。是
非、1度は畑までお越しください！
同じく10月、作文コンクールもございます。毎年、日
本語学校で留学生を対象に行われますが、日本語
の習得レベルの高さに感動します。こちらも、次年
度行われますので優秀作品はwebサイトにも掲載し
ますので、読んでいただければと思います。
12月はクリスマス家族例会で、凄い商品でビンゴ大
会は大盛り上がりでした。親睦委員さんの企画、準
備、そして高木さん、巽さんの商品提供に感謝しま
す。ありがとうございました。次年度は、新たな状況
でまた盛り上げていければと思います。
1月恒例の新年夜例会は、西野会員のお店でカニ、
フグ三昧をいただき、一年頑張ろとスタートさせて
もらいました。次年度も、もちろん新年夜例会ござ
いますので、西野会員よろしくお願いいたします。
ここまでで、準備も含めるとすでに1年過ぎたように
感じてました。2.3.4月は大きな行事がなく、次年度
に引き継ぐ準備になりました。
あっと言う間に、今日を迎え次年度に向けて思うとこ
ろは多々ありますが、一年目より少しはうまく進めて
いけるといいなと思います。
スケジュール的に厳しいときもありますので、皆さん
にご協力いただきながら大草会長をバックアップで
きればと思いますので、よろしくお願いいたします。




